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 関連計画・施策の整理 

ア. 第五次新居浜市長期総合計画 
 
名称・策定年次 

第五次新居浜市長期総合計画【平成23年３月策定、平成28年3月改訂】 

計画期間 

平成23(2011)年度から平成32(2020)年度 

将来都市像（目指す姿） 

－あかがねのまち、笑顔輝く－ 産業・環境共生都市 

まちづくりの理念 

理念１：市民が安全・安心を実感できるまちづくり 

理念２：市民、団体、事業者と行政が一体となったまちづくり 

理念３：市民が郷土に誇りと愛着を持てるまちづくり 

理念４：子どもたちの未来に責任が持てるまちづくり 

将来人口 

平成32年で116,000人を維持する 

まちづくりの目標 

フィールド１:快適交流 ～人が集い、快適で利便性の高い都市の実現～ 

フィールド２:環境調和 ～地域にやさしい、地球にやさしい暮らしの実現～ 

フィールド３:経済活力 ～持続的発展が可能な、活力ある産業活動の実現～ 

フィールド４:健康福祉 ～誰もが健康で、生きがいと安心感のある暮らしの実現～ 

フィールド５:教育都市 ～市民の力が育まれ、次世代へ継承される社会の実現～ 

フィールド６:自立協働 ～多様な地域主体が自立・連携する協働型社会の実現～ 
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※立地適正化に関連する内容の抜粋（波線は見直し時に追加された施策） 

 

フィールド１:快適交流 ～人が集い、快適で利便性の高い都市の実現～ 

施策１ 良好な都市空間の形成 

①計画的な土地利用の促進 

②地籍調査の推進 

施策２ 道路の整備 

①広域幹線道路の整備 

②市域内幹線道路の整備 

③生活道路の充実 

④道路交通安全対策の推進 

⑤安全で快適な自転車利用環境の創出 

施策３ ＪＲ新居浜駅周辺の整備 

①ＪＲ新居浜駅周辺の公共施設整備 

②駅南北一体化により新都市拠点の形成 

施策４ 安心な住宅の整備 

①公営住宅等の整備 

②住宅及び住環境の整備 

③高齢者の住宅の確保 

④住宅・住環境の防災性の向上 

施策５ 公園・緑地の整備 

①既存公園･緑地の再整備と維持管理の充実 

②公園・緑地整備の推進 

③総合運動公園整備の推進 

④良好な景観の形成 

施策６ 港湾の整備 

①物流の高度化に対応する公共ふ頭の整備 

②大規模地震対策施設の整備 

③港湾・海岸施設の適切な管理と長寿命化 

○こんなまちづくりを進めます 

・都市計画の策定  ・総合的な土地利用計画の策定  ・建築基準法指定道路台帳の整備 

・国道11号バイパスの整備推進  ・都市計画道路上部東西線等の整備促進 

・南北自由通路、駐車場、駐輪場、公衆トイレ等駅周辺施設の整備 

・老朽化した公営住宅の計画的な建替  ・都市公園整備の推進(街区・近隣公園) 

・港湾施設長寿命化対策の実施 

 

フィールド３:経済活力 ～持続的発展が可能な、活力ある産業活動の実現～ 

施策７ 運輸交通体系の整備 

①公共交通の拡充整備   ②交通結節点機能の充実強化   ③物流機能の充実強化 

 

フィールド６:自立協働 ～多様な地域主体が自立・連携する協働型社会の実現～ 

施策６ 地域コミュニティの充実 

①地域コミュニティ活動への支援  ②地域再生への体制づくり  ③移住・定住の促進 
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イ. 新居浜市人口ビジョン、新居浜市総合戦略 
 
名称・策定年次 

新居浜市人口ビジョン、新居浜市総合戦略【平成27年12月】 

計画期間 

平成27(2015)年度から平成31(2019)年度までの５年間 

目指す姿 

住みたい、住み続けたい あかがねのまち 

将来目標人口（人口ビジョン） 

平成52（2040）年まで10万人を維持 

平成72（2060）年の目標人口9万人 

基本目標と基本的方向、数値指標、施策の体系 

新居浜市人口ビジョンで掲げた将来目標人口の達成に向けて、「住みたい、住み続けたい あかが

ねのまち」を目指し、次の４つの基本目標を掲げ、目標ごとに定める具体的な施策に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立地適正他計画に関わる施策 
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施策４－２ コンパクトなまちづくりの推進 

 

①公共施設の適正な配置 

■施策の内容 

人口減少社会の進展及び公共施設の大量更新問題を踏まえ、将来的に維持することができる公

共施設の総量を見極め、計画的な統廃合や再配置を推進するとともに、公営住宅の市中心部への

集約化を図ります。 

 

■KPI（重要業績評価指標） 

KPI 基準値 目標値 

公共施設の延床面積削減目標の設定 
未設定 

（平成 26年度） 

削減目標設定 

（平成 30年度） 

公共施設再配置計画の策定 
未設定 

（平成 26年度） 

計画策定 

（平成 30年度） 

 

■具体的な事業、取組（新規事業） 

・学校等の公共施設の統廃合、再配置の推進 

・老朽化した公営住宅の市内中心部への集約化 

 

②人口減少社会に対応したコンパクトシティの形成 

■施策の内容 

既存の都市施設や公共施設等の有効活用を図りながら、地域の拠点、都市機能の効率的な集積

と居住の誘導を行うとともに、公共交通ネットワークを軸として各拠点が連携するコンパクトシ

ティの実現に向けたまちづくりを推進します。 

 

■KPI（重要業績評価指標） 

KPI 基準値 目標値 

立地適正化計画の策定 
未策定 

（平成 26年度） 

計画策定 

（平成 30年度） 

 

■具体的な事業、取組（新規事業） 

・持続可能なコンパクトなまちづくりを目的とした立地適正化計画の策定 
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ウ. 新居浜市都市計画マスタープラン 
 
名称・策定年次 

新居浜市都市計画マスタープラン －新居浜市の都市計画に関する基本的な方針－ 光都プラン21 

【平成28年3月】 

計画期間 

平成13年度から平成32年度 

基本理念 

本市固有の恵まれた自然、育まれてきた歴史や文化等の風土が人々の生活の中で息づき、市民の自

由な生活活動を支えるとともに、本市独自の個性が光る『ゆとりと豊かさにあふれ、活力と魅力のあ

るきらりと光るまち』を目指していきます。 

将来都市像 

都市の将来像は、基本理念を踏まえつつ、第五次新居浜市長期総合計画に定める「あかがねのまち」

「笑顔輝く」「産業・環境共生都市」を目指します。 

－あかがねのまち、笑顔輝く－  産業・環境共生都市 

新居浜市都市計画マスタープランの愛称：『光都（コート）プラン２１』 

基本目標 

【基本目標】 

（１）瀬戸内三橋時代にふさわしい高次都市機能を備えた産業・環境共生都市づくり 

（２）未来を築く産業を創造する活力あるまちづくり 

（３）快適で魅力と賑わいのある市街地の再生 

（４）本市固有の自然や歴史・文化などの環境と共生するまちづくり 

（５）誰もが安心して豊かに暮らせる生活空間づくり 

将来フレーム 

平成32年度（目標年）将来目標人口 11.6万人（第五次新居浜市長期総合計画と整合） 

将来都市構造の基本方向 

  

1）複合臨海部 
・今後も産業基盤等の整備と充実に努めていくとともに、津波に強いまちづく
りに努めながら、住宅地との共存、自然環境との共生を目指す地域 

2）平野部 

・都市拠点は高次都市機能の充実・強化等とまち中の居住を適正に誘導する地
域 

・周辺部の既成市街地は都市施設の効率的な整備等を図り、伝統的な地域コミ
ュニティと良好な居住環境の維持・保全を図る地域 

・田園地域は優良農地の保全に努めるとともに、適正な土地利用規制・誘導に
より良好な環境の保全を図る地域 

3）丘陵部 
・緑の保全と活用を計画的に努めていく地域。また、貴重な景観要素となる地
域であるとともに、内陸部での産業基盤等の整備を進める地域が融合するべ
き地域 

4）複合山地部 
・自然環境の保全を前提に、歴史・文化、観光・レクリエーション機能の充実
に努めていく地域 

5）山間部 
・森林公園ゆらぎの森を核とした別子、翠波はな街道の活用を図り、地域内外
の交流促進と、自然環境及び産業遺産の宝庫として保全に努めていく地域 
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主要拠点と都市軸の形成方針 

  

1）都市拠点の 
形成方針 

○ＪＲ新居浜駅周辺地区：本市の「玄関口」としての役割を担っていることか
ら、面的整備事業等の活用や市民参加型まちづくりにより『新居浜らしい出
会いの場』の形成を推進します。 

○一宮町・繁本町周辺地区：官公庁施設の高度化、都市基盤整備と周辺地区環
境との一体的な整備を推進します。 

○昭和通り・登り道沿道地区：昭和通り、登り道商店街を含む中心商店街周辺
は、人々が集い、賑う魅力ある商店街の創出に努めながら、商業・業務機能
の強化を図ります。 

○前田町周辺地区：商業・業務及びアミューズメントが複合した地区として、
機能の充実を図ります。 

2）地域拠点 
・喜光地周辺、ＪＲ多喜浜駅周辺の２地区：生活サービスの提供、近隣商業サ
ービス機能の充実に努めます。 

3）交通・交流 
拠点 

・交通網の主要結節点となるＪＲ新居浜駅、多喜浜駅、中萩駅及び松山自動車
道新居浜インターチェンジ、新居浜港（本港地区、東港地区）及び東予港（東
港地区）は、交通及び交流機能の充実に努めます。 

4）産業拠点 

・臨海部にある工業集積地、多喜浜、黒島、垣生、阿島工業団地及びえひめ東
予産業創造センターは、産業基盤の整備・充実や交通結節点とのアクセス性
の向上を図ります。 

・新たな産業拠点として、東予港（東港地区）、新居浜港（本港地区）におい
て更なる産業振興を、多喜浜地区、観音原地区から新居浜インターチェンジ
付近において工業系施設の立地誘導を図ります。 

5）観光レクリエ
ーション拠点 

○南部観光・レクリエーション：周辺環境との共生のもと、観光、交流・ふれ
あい、学習等の機能の充実を図るとともに広域観光の振興を推進します。 

○その他の観光・レクリエーション拠点：主要な観光資源は、当拠点へのアク
セス性の向上を図るとともに、一層の活用を推進します。 

6）歴史・文化 
拠点 

・主要な歴史・文化資源は、施設の保存と活用に努め、観光資源とのネットワ
ーク化により地域の活性化を推進します。 

7）都市軸の形成 

○都市中心軸：歴史文化軸からつながる本市の都市形成史を物語る軸であり、
都市拠点の機能強化に努めるとともに、計画的かつ合理的な都市基盤の整備
を図ります。 

○広域交流連携軸：圏域、広域での都市間ネットワークを形成し、機能、役割
分担及び連携による効率的で個性を生かした産業、文化、観光の振興を図り
ます。 

○地域交流連携軸：隣接する西条市、四国中央市を結ぶ主要な道路は、地域の
活性化と東西軸の強化を図ります。 

○健康・環境創造軸：国領川の南北軸は、健康の増進と水と緑の潤いのある豊
かな都市環境の創造を図ります。 

○歴史文化軸：本市の歴史を踏まえ、別子山地域から東平、端出場、立川を経
由して、都市中心軸及び健康・環境創造軸につながる軸は、近代化産業遺産
と豊かな自然景観の保全活用を図ります。 

  
土地利用方針 

 

【コンパクトなまちづくりへの取組】 

・福祉・医療・商業等の都市機能をＪＲ新居浜駅周辺、一宮町・繁本町周辺、昭和通り・登り道沿

道、前田町周辺の都市拠点や喜光地周辺、ＪＲ多喜浜駅周辺の地域拠点等に誘導するとともに、

その近傍地域に居住の誘導に努め、合わせて都市拠点や地域拠点と周辺地域の間を路線バス、デ

マンドタクシー等の公共交通によりアクセスを確保し、いつまでも暮らしやすいまちづくり（コ

ンパクトシティ・プラス・ネットワーク）を目指します。 

・これらを推進するため、都市全体の観点から、居住機能や福祉・医療・商業等の都市機能の立

地、公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランである「立地適正化計画」の策定を検討

します。 
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将来都市構造図 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜将来都市構造図＞ 
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